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持
さ
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
ア
カ
マ
ツ
や
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
が
主
な
樹
種
で
し
た
が
、
現
在

で
は
、
松
枯
れ
被
害
に
よ
り
ア
カ
マ

ツ
が
ほ
ぼ
全
滅
し
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
も

シ
イ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
の
成
長
に
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嵐
山
国
有
林
の
変
遷
と

地
元
関
係
者
と
の
連
携

　

嵐
山
国
有
林（
59 

ha
）
は
、
京
都

市
西
部
を
流
れ
る
淀
川
水
系
桂か
つ
ら

川

（
大お
お

堰い

川
）右
岸
に
あ
り
、
名
勝「
渡と

月げ
つ

橋き
ょ
う」か
ら
上
流
を
向
い
て

左
手
に
見
え
る
森
林
の
ほ

ぼ
全
域
に
あ
た
り
ま
す
。

　

嵐
山
国
有
林
は
、
明
治

初
頭
の
上あ
げ

地ち

令
に
よ
り
国

有
林
へ
編
入
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
天
龍
寺
の
寺
領
と

し
て
、
十
三
世
紀
以
降
、

吉
野
か
ら
サ
ク
ラ
苗
を
移

入
し
植
栽
す
る
な
ど
人
為

が
加
え
ら
れ
、
景
観
が
維

　

京
都
の
名
所
・
旧
跡
等
が
所
在
す
る
東
山
、
北
山
、
西
山
の
京
都
三

山
の
国
有
林
を
管
轄
す
る
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
京
都
大
阪
森
林
管
理

事
務
所
は
、「
地
域
と
国
有
林
が
一
体
と
な
っ
た
伝
統
文
化
の
継
承
、

景
観
の
維
持
」 

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
は
、
寺
社
の
ほ
か
地
元
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、
自
治
体

な
ど
と
連
携
し
、
か
つ
て
の
京
の
都
の
景
観
の
再
生
を
目
指
す
森
林
づ

く
り
や
寺
社
仏
閣
等
の
修
復
に
必
要
と
な
る
木
材
、
檜ひ

わ

皮だ

等
の
資
材
供

給
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
伝
統
文
化
や
景
観
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
西
山
に
あ
る
嵐

あ
ら
し

山や
ま

国
有
林
で

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

地域と国有林が一体となった
伝統文化の継承、景観の維持

－嵐山国有林－

近畿中国森林管理局近畿中国森林管理局
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「嵐山国有林の今後の取扱方針」
イメージ図

蔵王権現堂

二軒茶屋

蔵王権現堂周辺では、
ヤマザクラ・カエデ類を
植栽・保全

尾根筋では、赤松林を保全

二軒茶屋周辺では、ヤマザクラ
カエデ類を植栽・保全

※地元関係者及び専門家の協力を得て実施
　　・シカ及びサルの生息状況及び被害原因に関するデータの収集。
　　・植栽箇所の定期的確認、除伐・枝落し等の実施。
　　・林内の危険性に関する周知。
　　・林内の日常的巡視・管理。
　　・林内見学会の開催、森林環境教育の実施。

蔵 王 権 現 堂 へ の 参 拝
コースを段階的に整備
（一般開放は将来の課題）

コナラの多い林分では、
カシノナガキクイムシ被
害木の伐倒処理、伐倒
箇所における植栽を実施

急斜面の山腹では、落
石防止対策、斜面崩壊
防止対策を実施。あわ
せて、カエデ類の植栽や
ヤマザクラの保全・管理

◎国有林野事業の取組　近畿中国森林管理局

よ
り
被
圧
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
山
腹
は
北
向
き
の
急
斜
面
で
、

基
岩
の
風
化
に
よ
り
崩
れ
易
く
、
往

事
の
姿
か
ら
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
所
で
は
、
昭
和
57

年
以
降
、
嵐
山
保
勝
会
等
地
元
関
係

者
と
連
携
し
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
の
植

樹
を
行
い
、
か
つ
て
の
嵐
山
の
景
観

の
復
活
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
植
樹
木
の
成
長
が
必

ず
し
も
良
好
で
は
な
い
こ
と
、
シ
カ

や
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
頻
発
し
て
い

る
こ
と
及
び
山
腹
崩
壊
対
策
の
必
要

が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
21
年

６
月
に
地
元
関
係
者
及
び
専
門
家
の

参
加
に
よ
る
「
嵐
山
国
有
林
の
取
扱

に
関
す
る
意
見
交
換
会
」を
設
置
し
、

議
論
を
重
ね
、
平
成
22
年
３
月
、「
嵐

山
国
有
林
の
今
後
の
取
扱
方
針
」
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

「
嵐
山
国
有
林
の

今
後
の
取
扱
方
針
」

　

今
後
の
取
扱
方
針
で
は
、
落
葉
広

葉
樹
と
常
緑
針
葉
樹
が
混
交
し
た
色

彩
豊
か
な
森
林
づ
く
り
を
目
指
し
、

次
の
よ
う
な
取
組
を
重
点
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

①
景
観
の
保
全
に
向
け
て
、
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
や
カ
エ
デ
類
の
植
栽
、
ア
カ

京都市立嵯峨中学校生徒会代表による記念植樹

市民参加による森林調査事業（モニタリング調査等現地説明会）

マ
ツ
林
の
保
全
等
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
植
栽
箇
所
周
辺
で
は
、

除
伐
・
枝
落
と
し
等
を
実
施
し
て
、

適
切
な
管
理
に
努
め
る
。

②
シ
カ
や
サ
ル
か
ら
植
栽
木
を
保
護

す
る
た
め
、
防
護
柵
等
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
個
体
数
管
理
に
向

け
て
、
デ
ー
タ
の
収
集
等
の
条
件

整
備
に
取
り
組
む
。

③
治
山
事
業
を
実
施
し
て
、
落
石
や

斜
面
の
崩
壊
を
防
止
す
る
な
ど
、

林
地
の
保
全
に
取
り
組
む
。

④
地
元
関
係
者
等
に
よ
る
林
内
見
学

会
を
踏
ま
え
て
、
一
般
の
利
用
者

が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
歩

道
の
整
備
や
道
標
の
設
置
な
ど
条

件
整
備
を
進
め
る
。

　
「
嵐
山
国
有
林
の
取
扱
に
関
す
る

意
見
交
換
会
」
は
、
今
後
も
定
期
的

に
開
催
し
、
引
き
続
き
、
地
域
と
連

携
し
た
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
る
「
国

民
の
森
林
」
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。


